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大 学 図 書館への期待

戸 信人

大学図書館は，教育・研究の機関であると同時に 総合的教養の場としての働きをもっ。教員の

研究については論じる迄もないが，専門課程の学生・院生にとっての図書館での学習は，研究と不

可分の関係にある。したがって そとに世に言う、学生の本離れ、の現象は 起りえないはずであ

る。しかし，現実には，教養，専門両面にわたって一般的学習の上での、本離れ、がみとめられる。

ととに私達教員が，図書館を活用する教育にもっと目を向けなければならないゆえんがあり，そし

て，同時に全国共通の課題が少くないととも知るべきであろう炉

さて，現代は多様化の時代と言われる。国立大学そしてその一機関である図書館が，そうした近

代化の波に内容的に対応する為には，地方大学図書館の場合とくに，その個性化，多様化，すなわ

ち，特殊図書館的機能を併せもつ事が，極めて有効なのではないだろうか。一つは研究機能上の個

性化であり，もう一つは教育機能上のそれである。そして後者は 重要なユーザー・学生を、本離

れ、から呼び戻す為K，特にその意義が大きいと思われる。そう考える私には，本学図書館に托し

たいささやかな夢がいくつかある。乙とでは その中の教育上の個性化について語る ζ とにしよう。

まず，本学図書館が大学の視聴覚教育センターの機能をもっ事である。最近の学生の情緒的，感

覚的傾向から，乙れには様ざまな教育的効果を期待できる。教員の教育資料作製にも役立つし，も

し図書出版を併せてすすめるならば，将来は大学出版センターに発展する事もありえよう。その場

合，全国的な研究・教育交流に資するばかりか，後段に述べる様な運営が行われるならば，地方文

イヒへ寄与する所も少くあるまい。そもそも，私達の教育対象が，本学学生に限られる必要はないの

である。効能は ζ れ位にして，具体的構想を述べるならば，スライド作製装置，ビデオシステム，

そして視聴覚ノレームを備えるのである。やがて16ミリフイノレムの映写施設やフイノレムライブラリー

を充実するのも良かろう。本学図書館を含めて大学図書館で語学カセットサービスを行っていない

所はまずないので， ビデオシステムがテープレコーダーの一部にとって代るのは容易であろう。又，

ビデオについては，やがてディスクが書店に並ぶ日も近いと言われる。その時，テープより管理が

容易なディスクが，大学図書館に現れるのだろうか。とうなると、本離れ、した学生も，’幾分かは

図書館に戻る事であろうが，それをあらかじめ計画的，教育的にシステム化して，教育効果を挙げ

ようというのが私の提案である。むろん，インスタント文化，缶詰め文化に妥協する形であり，特

にビデオディスクの場合に，その流れ方によっては，大学教育が歪められる危険性も否定できない。

しかし私は，現実から出発して，時の流れを先取りする方が，大学教育改善にとって，むしろプラ

スが多いと考えたのである。

さて，最近，大学教育が地域社会に聞かれつつある。とくに地方大学の場合，大学，社会双方に

とって，その意義は決して小さくないと言えよう。その中にあって，大学図書館も、開かれた図書

館、として，地域文化に貢献する機能があって然るべきではないだろうか。本学図書館には，かな

り異色の特殊文庫が多数保存されているが，と ζ で言うのは，それと別のシステムである。即ち，
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C 1981, 6, 21) 

制 現代の図書館，第14巻，第4号，特集「日本における大学図書館の現状と問題点」 (1976）に所載の諸論

文参照。 （理学部教授）

学術情報システム構想について

学術審議会は，昭和53年11月に文部大臣から「今後における学術情報システムの在り方について」

諮問を受け，国公私立大学・関係諸機関の意見も聴取し，集中的に審議検討を行い，昭和55年 1月

に今後における学術情報システムの構想をとりまとめ，文部大臣K答申した。その後，文部省を中

心として本構想の具体化が図られ，本年 3月に学術情報センターシステムについての開発調査概要

がとりまとめられた。

本学においても，との構想、の実現は研究・教育活動に大きく影響すると恩われるので，今後の動

向に充分注意を払う必要がある。

ととに，文部省がまとめた学術審議会の答申要旨及び学術情報センターシステム開発調査概要の

要旨を掲載し，御参考K供する。なお，学術情報センターシステム構想については，昭和56年 5月

15日付文部広報第 724号に詳細な解説があるので，御一読願いたい。

「今後における学術情報システムの在り方について」要旨

1. 学術情報システムの目的

国際的に流通する学術情報（文献情報，数値情報等）は急速に増大し，その範囲，内容，形態，

利用の態様が多様化している。乙のような多量かっ多種多様な研究成果を研究者が常に迅速かつ的

確に把握し，優れた独創的，先駆的な学術研究の展開を図っていくための不可欠の基盤的整備を図

る乙と。

2. 学術情報システムの対象と構成

大学等の研究者を対象とし，システムは国公私立大学（図書館），大型計算機センター，国立大

学共同利用機関等で構成され，乙れらをデータ通信網で結合する。

3. 学術情報システムの事業内容

(1) 一次情報（図書，学術雑誌等）の目録・所在情報データベースの形成及び原論文等の提供

（一次情報提供機能の充実）

大学等における一次情報（図書，学術雑誌等）を資源共有の見地から有効に利用するため，乙れ

らの目録・所在情報を大学図書館等から日常的業務として入力させ，そのデータベースを作成し，

全国の研究者の利用に供するとともに，大学図書館等の業務の合理化を図るとと及びその原文献を

複写等iとより，研究者K提供するとと。

(2) 国際的な研究成果の情報の流通（情報検索システムの確立）

大学等の研究者の要請に応じ，国際的な学術情報のデータベースを購入し，迅速かっ的確に原語

により二次情報を提供するとと。

(3) 国内研究成果のデータベースの作成及び国際データベースへの入力による国内外への普及

（データベース形成の促進）

大学等における研究成果等を，大学等の研究者の手により組織的な十分な評価を行った後K，大

学等において我が国独自のデータベースの作成又は国際的データベースへの入力を行い，国内外の

研究者の利用に供する ζ と。なお， ζ 乙でいうデータベースとは二次情報（文献・数値・画像情報
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等）を収録するものとする。

4. 学術情報センターの機能

3の（1), (2), (3）を総合する学術情報システムを円滑に運営し，その諸活動を効果的に遂行するた

めには全国的な学術情報ネットワークの中で，連絡調整，計画 データベースサービス，研究開発

及び教育訓練の 5つの機能をもっ中枢となる機関として学術情報センターの設置が必要である。

「学術情報センターシステム開発調査概要」要旨

1. 学術情報システムの性格

学術情報システムは，大学等の研究者の要請に応じて，人文・社会・自然科学にわたる学術情報

に関する諸資源を共有し，とれを相互に有効に利用し，研究・教育の進展に資するという理念に基

づくものである。すなわち，多くの大学・研究機関等が保有する資源と，収集，検索，配布等の能

力を有機的に統合するネットワーク構造であり，現在すでに個別的に大学等の聞において行われて

いるいくつかの情報システムの機能を再編成し，また，図書・雑誌等の目録・所在情報システムを

整備して大学図書館業務の合理化等を図る全国的 総合的な大学共同利用の情報システムである。

2. 学術情報センターの機能（計画・調整，サービス，研究開発，教育訓練）

学術情報システムを有機的に活動せしめるためには その中枢機関として学術情報センターを設

置し，次の機能を果たさせる乙ととし，所要の組織・機構を整備する必要がある。

① 大学等の要請に応じたネットワークシステムの内外にわたる計画・調整

② 急激に進歩する情報科学の発展に対応した，学術情報処理に関する研究開発

③ 学術情報センターが集中的に担うととが効率的と考えられる二次情報データベース，一次資

料目録及び所在情報データベース等の形成，運用，提供

④ 各種手引書の作成及び研修会の開催等利用者の教育訓練

3. 学術情報．センターのコンビュータ・システム

コンピュータ・システムの規模・能力については，処理するデータ量等を勘案した大型機レベノレ

が必要であり，端末装置の標準的仕様の決定やソフトウエア作成の早期着手が必要である。また，

接続すべき通信回線網としては，基本的には新データ網が最適である。サービス活動を開始するに

至るまでのセンターシステム整備の年次計画としては 3カ年程度を要する。

4. 学術情報ネットワークの共同利用の在り方

利用者の範囲は，基本的Kは，大学院生を含む大学等の研究者とし，学部学生も条件っきで認め

るととが望ましい。利用者の登録は原則として利用者が所属する機関の図書館等とし利用料金Kつ

いては，データベースの種類及び利用者の所在の遠近にかかわらず，なるべく同一料金とするとと

が望ましい。

5. ネットワークシステムの構成等

二次情報等のデータベースによる情報検索ネットワーク（大型計算機センター，国立大学共同利

用機関等からなり，比較的単純な構造のネットワーク）と，目録・所在情報の形成と乙れに関連す

る図書館情報処理のネットワーク（大学図書館等からなり 地域の代表的な大学図書館のシステム

を中間的に置く多層型ネットワーク）の 2種類を有機的忙統合したネットワーク構成とする。また，

一次情報提供メカニズムの改善方策の研究及び圏内外の関連システム CJIC ST等）との調整・協

力を行うととが望ましい。

特殊文庫紹介

旧徳山海軍燃料廠移管図書について

工学部分館の書庫内には，背が取れたり，色あせたクロースがあたかもボロ布のような繊維をさ

らしている資料の一群がある。その表紙をあけると，およそ 5cm四角ほどの「海軍燃料廠圃書之印J
なる蔵書印を見つける乙とができる。とれらは，終戦まで徳山市にあった旧海軍燃料廠が所蔵して

いた資料で，戦後数奇な運命をたどって工学部分館に収められたものである。

徳山海軍燃料廠は，終戦の年（昭和20年）の 5月と 7月の二度にわたり米軍の爆撃を受け，壊滅

状態となり，とれら図書資料はその地下壕中に放置されたまま終戦を迎える乙ととなる。そして，
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しばらくは世間から完全に忘れられていたのであるが，やがて（昭和22・3年頃）宇部工業専門学

校（工学部の前身）関係者の「パック・ナンバーが揃った得難い外国雑誌をはじめ，貴重な一級の

物理化学及び工学の専門書が早く救出保護を待つ状態になっている ζ とを知る」 （松山英太郎元分

館長・記）と ζ ろとなり，同校の当時の機械科棟内の仮図書室に運びとまれた。運搬作業もパタン

コとよばれたオート三輪での宇部・徳山間の往復は，当時の道路事情もあって難行苦行であったと

し可つ 。

資料の整理も徐々に進められ，ようやく昭和35年 9月正式に移管手続が完了し，全 5,477冊が利

用に供されるとととなった。全資料についての内容の検討や資料構成の分析などが未だ充分おとな

われていないため，旧海軍燃料廠はとれらの資料で一体どんな研究を何の目的でしていたのか知る

よしもないが， 1841年創刊の最古の化学会誌、Proceedz"ngsof the Chemz"cal Socz"ety, London 、

（現lof the Chemzcα／ Socz"et y） をはじめ， ドイツ化学会の、Berz"chteder deut. chem. Ges.、

(1868創刊）やアメリカ化学会、lof Amer. Chem. Soc.、（1879創刊）等は戦前のパック・ナンバ

ーがほぼ揃っており，学内外の研究者，学生の利用も多く，棲写依頼もしばしばである。また戦前

の、Chemz'cal Abstracts，、 、Chemz・schesZentralblatt、等の二次資料も貴重なものとなってい

る。しかし，とれらの資料もさきにのべたように旧燃料廠の地下壕より運び乙まれたときの状態の

ままで，特に補修もおとなわれなかったため，今ではまさに物理的崩壊状態にあるものも多い。利

用の多いものについては，再製本等の対策も早急に講ずる必要があろう。 （工学部分館）

＜おしらせ＞

工学部分館長は 6月 1日付で福田基一教授より清水茂俊教授（機械工学科）に交代しました。

古本館からのお知らせ大

夏季休業期間中の休館及び図書貸出の特例を，下記のとおり実施します。

記

1. 休 館 日

昭和田年7月31日幽（月例館内整理日）及び8月 1日から

昭和56年 8月10日（月）（夏季特別館内整理期間）まで

2. 夏季休業に伴う貸出の特例

貸出取扱い期間 昭和56年 6月27日同から 8月22日比jまで

返却期限 昭和56年 9月10日同まで

なお，雑誌の貸出については，平常どおりであるので留意して下さい。

また，特例扱いは，原則として普通貸出中の図書を返却しないと利用できません。

｜日誌｜

昭和55年12月27日樹 第35回附属図書館運営委員会（於本館）

昭和56年 3月24日附 附属図書館本館図書委員会（於本館）

3月26日同 学術情報センターシステム説明会（国立教育会館）

4月11日出 新入生に対する附属図書館オリエンテーション

5月7日同 第29回中国・四国地区大学図書館協議会総会（於山口，共済苑）

5月22日幽 昭和56年度国立大学附属図書館事務部課長会議（於東京医科歯科大学）

6月 2日伏） 附属図書館図書委員会（於本館）

6月11～12日同～幽 第17回日本医学図書館協議会中国四国部会（於島根医科大学）

6月23～24日附～凶 第28回国立大学図書館協議会総会（於琉球大学）

編集・発行 山口大学附属図書館干 753 山口市大字吉田 電話（0839)22-6111 内線788
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